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研究成果の概要（和文）：中間財貿易・結合生産で共通する、従来の図解が既存研究に整合的な形で使えるための十分
条件を求めた。中間財貿易においては結合生産の世界と異なり、閉鎖経済で全財生産可能な条件を満たす必要があるこ
とを確認した。
結合生産のある世界経済においては、従来のモデルに整合的な副産物の再定義を行い、その条件の下で先の図解が使え
る条件を満たすことを示した。その上で、２国３財モデルを中心に結合生産や中間財貿易が入る場合の図解の４８通り
の分類を行った。
そもそも国の数と財の数が異なる場合において、従来の研究成果がどう活かせるかまとまっていなかったので纏め直し
、結合生産や中間財貿易の場合に応用した。

研究成果の概要（英文）：I derived a sufficient condition to be able to use past researches' illustration 
suitable to past researches in both intermediate goods' trade model and joint production model. In the 
intermediate goods' trade model, different to joint production model, we checked that each country must 
satisfy the condition to be able to produce all kinds of goods at the same time in the autarky.
In the joint production model, I re-defined by-products suitable to past researches. The definition 
satisfies the condition to be able to use illustration above. Moreover, I classified the 48 kinds of 
illustration in the two-country, three-good model with joint production.
In the case where the number of countries and that of goods are different, past researches didn't 
conclude the way of application for using the result where the numbers are the same. I showed the way of 
application, and I applied the result in the model with both intermediate goods' trade model and joint 
production model.

研究分野： 国際貿易論（理論研究）
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１．研究開始当初の背景 
 かつてグラハム(Graham)は多数国・多数
財のリカード・モデルにおけるフロンティア
上の特化パターンに関して、２国・２財モデ
ルにおける双務的比較生産費説だけでは説
明が足りず、多角的比較生産費説が必要なこ
とを多くの数値例で示した。マッケンジー
(McKenzie)等の一般的解決法等を踏まえて、
n 国 n 財の場合における解としてのジョーン
ズの不等式を Jones(1961)は示した。Jones 
(1961)やその前でも中間財貿易のある世界に
おける特化パターンを決める条件の解明の
重要性は指摘されてきたが、中間財をリカー
ド・モデルに整合的に組み込むレオンチェ
フ・モデルは産業連関分析を始め多くの場面
で使われていて、実証的には数多く使われて
いるにも関わらず、理論的な完全なる解決は
半世紀経っても実現しなかった。その理由と
しては、Jones(1961)が解の導出に利用して
いたホーキンズ＝サイモンの定理には、適用
可能な行列が非対角非正等の条件が付いて
いて、中間財貿易が入るとその中間財の投入
量の差などが影響してホーキンズ＝サイモ
ンの定理が使えない、ということによる。 
 ところで、中間財貿易とモデル上は表裏一
体をなす経済現象としては、１つの生産工程
で複数の種類の財が生産される結合生産が
挙げられる。この結合生産をクープマンス
(Koopmans)以来の活動分析の手法で組み込
むことで、リカード・モデルに結合生産を入
れる方法は従来から知られていて、これはリ
カード・レオンチェフ・モデルと同じ方法で
分析できる。しかし、その世界経済で何が起
きるのかについての解明は、先と同様の理由
で十分ではなかった。 
 そのため、中間財貿易や結合生産が入った
世界経済におけるフロンティア上の特化パ
ターンの解明を決める条件は、半世紀越しの
悲願となるものであった。細々と研究は続い
ていて、天野・池間による価格と特化の図解
の提示とその有用性については、東田によっ
て応用され、従来のモデルで示されていた解
の事実上の一意性が中間財の導入により３
国３財の段階で崩れることが示されていた。
また、別の分野であるが、スラッファ・モデ
ルの応用から塩澤が解となる（分担的）特化
パターンの存在について示していた。 
 この様な中で、研究代表者はかつて小川
(2011)で結合生産のある世界経済において、
２国２財における従来の特化パターン予想
が覆る可能性や、３国３財における解の一意
性 の 崩 壊 等 が 示 さ れ て き た 。 ま た 、
Ogawa(2012)ではこの分野に使われてきた
２つの図解、つまり与えられた情報からは描
き難いものの直観的なイメージが得られる
マッケンジーによるフロンティアの鳥瞰図
と、直観的なイメージは得難いものの与えら
れた具体的情報から簡単に描ける天野・池
間・東田による価格と特化の図の接続を行っ
た。具体的には描き易い価格と特化の図から

イメージし易い鳥瞰図を描く方法について
提唱した。加えて、Jones(1961)以来大事に
されてきた生産者割当問題、つまりどの国が
どの生産に従事すべきか、という問題だけで
はフロンティアの全容が解明できないこと
を示し、この接続した図解を利用してフロン
ティアの分類を行った。さらに、論文化が十
分には当時できなかったものの、中間財貿易
のあるリカード・レオンチェフ・モデルにお
いて、そもそも自給自足可能、閉鎖経済で全
ての財が生産可能な状況が崩れた場合にお
ける分析を（2010 年度の日本地域学会・全
国大会にて）学会報告していて、中間財貿易
における自給自足可能なことの重要性につ
いては認識していた。 
 しかし、Jones(1961)の研究を本質的に中
間財貿易や結合生産のある世界経済へ適用
した研究は完成せずに半世紀が過ぎた。ディ
アドーフ(Deardorff)により中間財の入った
比較優位については様々な定義がなされて
きたものの、決め手となる定義は出されてい
なかった。 
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２．研究の目的 
 本研究では、国際的な分業体制の発展に伴
って重要になった中間財や、1 つの生産方法
から複数の財が生産される結合生産の入っ
た世界経済を扱う。本研究では、望ましい国
別の役割分担を明らかにするために、効率的
な特化パターンを特徴付ける条件を解明す
る。そのために、国際貿易論で基本的なモデ
ルの 1 つであるリカード・モデルを多数国・
多数財に拡張し、結合生産や中間財を組み込
む。この研究を通して、世界的に自由貿易化
が進む 21 世紀における貿易のあり方を明ら
かにするために、マッケンジーやジョーンズ
など線形経済学の研究を、経済学では殆ど使
われない線形相補性問題という分野の結果
を利用して現代的に発展させる。 
 
３．研究の方法 
 理論モデルを組んでの分析になるが、主に
２つの方向からのアプローチを試みた。 
 １つは天野・池間以来の価格と特化の図解
を利用する方法であり、直観的なイメージが
沸き難いものの、具体的な数値情報から簡単



に作図が可能なことから、多数国・多数財の
モデル分析のベンチマークとしての３財モ
デルを分析する方法として知られている。マ
ッケンジーによるフロンティアの鳥瞰図が、
得られた情報から描き難い反面、直観的なイ
メージが得やすいのと対照的になっている
（この点は両者を接続した Ogawa(2012)に
詳しい）。東田(2005)など既存の先行研究もこ
の方法を利用している。 
 もう１つは国の数や財の数などを一般形
にしたモデルを想定した分析であり、行列の
特性などを主に利用した数理経済的な分析
手法が中心になる。ここについては、違う分
野であるスラッファ・モデルを応用したアプ
ローチで、Shiozawa(2007)等による解として
のフロンティア上の端点等を構成する（分担
的）特化パターンの存在などが既に知られて
いる。しかし、どの国がどのような生産工程
に特化・従事するか、またはどの財はどの国
によって主に作られるか等の条件の解明は
十分に行われていない。ここについて、旧聞
に属する線型相補性問題の概念を利用した
アプローチ等を加えて解決を試みるもので
ある。 
 
＜引用文献＞ 
東田啓作、「中間財と国際生産特化パターン
──多数国多数財モデル──」2005 年、石
川城太，古沢泰治編著，『国際貿易理論の展
開』第 17 章，pp. 289-302.  
Yoshinori Shiozawa, “A New Construction 
of Ricardian Trade Theory? A 
Many-country, Manycommodity Case with 
Intermediate Goods and Choice of 
Production Techniques?”, Evolutionary and 
Institutional Economics Review, Vol. 3, No. 
2, 2007, pp.141–187. 
 
４．研究成果 
 まず、結合生産と中間財貿易の分析につい
ては、モデルの設定上ほぼ表裏一体であり、
特に断りのない場合には一方の結果が他方
に引き継がれることになる。 
 結合生産の入ったモデルでは、生産される
財が複数登場するので、結合生産特有の現象
として、特化パターンとは別に貿易パターン
を研究する必要が出てくる。雑誌論文①であ
る小川(2012)では、小川(2011)を発展させる
形で、結合生産が入ったモデルの場合には、
主産物ではなく副産物が貿易される可能性
について２国２財で示した。また、n 国 n 財
モデルにおいては貿易パターンの分析の部
分は純粋交換経済に帰着できることを示し、
その分析を行った。 
 このような結合生産の分析を行う中で、そ
もそも結合生産では現れてくる副産物の定
義があまり明確でないことが明らかとなっ
た。また、結合生産の入ったモデルにおいて、
従来使われてきた価格と特化の図解が先行
研究と整合的に使えるためには条件が必要

であることも明らかとなった。従来、副産物
かどうかについては価格に依存した条件提
示などが中心になっていたが、価格に依存し
ていては副産物かどうかの状況が価格によ
って大きく変わってしまうので、生産面だけ
での分析ができなくなってしまう。そこで雑
誌論文③である Ogawa(2013b)やその改訂と
なる図書①である Ogawa(2015)においては、
中間財貿易での自給自足可能、閉鎖経済で全
ての財が生産可能の条件を応用して、従来の
特化パターンの先行研究に整合的になる十
分条件を導出し、それを以て副産物の定義と
した。また、これとは別に、価格と特化の図
解が従来の先行研究と整合的になるための
十分条件を導出した。先の副産物の定義では
この価格と特化の図解が使えることを示し、
その上で安心して使えるようになった価格
と特化の図解を基に、結合生産の入った２国
３財のモデルにおいて 48 通りに分類ができ
ることとその図解全てを示した。これは、３
国３財以上のモデルの分析では足がかりに
なるものである。 
 これらの研究を行う中で、そもそも Jones 
(1961)による n 国 n 財でのジョーンズの不等
式は（端点を利用した整理の分析はクーン
[Kuhn]等により存在するものの）国と財の数
が異なった場合へ応用する方法が（２国モデ
ル・２財モデルを除いては）十分知られてい
ないことが明らかとなった。そこで雑誌論文
②にある Ogawa(2013a)では、一里塚として、
国と財の数が異なる場合に Jones (1961)の分
析をどのように応用するかを明らかにした。
（Shiozawa[2007]等が主に想定していた）３
国４財のように国の数の方が少ない場合に
は、生産可能性フロンティアに全ての財が生
産される端点が根本的に存在しないので、
Shiozawa(2007)等による、各種財について、
１つの財を作る国は１つという分担的特化
パターンを考える必要が出てくる。そこで、
Ogawa(2013a)では、１つの国で生産する財
の種類だけ国を地域に分割して地域の数と
財の数を揃え、Jones(1961)の分析に持ち込
めばよく、そこでは地域を基の国に直すこと
でその国がどの財を不完全特化するかが明
らかとなった。これとは対照的に（かつてグ
ラハム等が念頭に置いていた）４国３財のよ
うな国の数の方が財の数より多い場合では、
同じ財に特化する国について、国が違えば同
じ財でも異なる商品としてみなすことによ
り、国の数と商品の数を揃えることで、Jones 
(1961)の分析に持ち込めることを示した。こ
の方法は国の数や財の数が有限個の範囲で
一般化されても同様の分析が可能になると
いう意味で重要な方法である。これで、
（Jones(1961)の研究の穴である解の存在を
本研究とは別に補完した Shiozawa(mimeo)
等の他の研究と合わせて）本研究にとっては
前段階ではあるものの、グラハムがかつて考
えていた多数国・多数財の比較優位の問題が
解決したことになる。 



 この Ogawa(2013a)の研究を中間財貿易や
結合生産のある世界経済に応用する、という
ことを行ったのが雑誌論文④にある小川
(2013)である。本来、中間財貿易や結合生産
のある貿易モデルにおいては、国の数と財の
数以外に「生産工程の数」という従来の先行
研究には出てこなかった問題があり、小川
(2011, 2012), Ogawa(2013b, 2015)等では従
来に合わせて財の数と生産工程の数を合わ
せて、各生産工程では各々異なる主産物が１
つ決まることを念頭に分析を進めてきた。し
かし、本来的には国の数と財の数、そして「生
産工程の数」は各々異なるのが一般的であり、
もっと言えば生産工程の数については各国
で異なってすら良いので、一般性を持たせた
分析を許してしまう場合にはそうした条件
を全て場合分けするという危機的な状況に
陥る。そこで小川(2013)では Ogawa(2013a)
を応用する形で、のあるモデルにおいて国の
数と財の数が異なる場合において、国の数が
少なければ国を地域に分割し、財の数が少な
ければ各財を仮想的に商品としてラベル分
けを行い、同じ主産物の生産工程に特化して
いる国同士では主産物は異なる商品として
扱うことで、Ogawa(2013a)の研究を応用し
て、国と財の数が異なる場合の分析が、国と
財の数が同じ場合に分析に応用できること
を示した。また、生産工程の数が異なる場合、
特に国ごとに生産工程の数が異なる場合に
おいても、特化パターンの種類を変更するこ
とで拡張可能なことを示した。この研究は直
ちに中間財貿易に拡張可能であり、この研究
により、国・財・生産工程が全て同じ場合の
分析に中間財貿易や結合生産のあるモデル
でも帰着ができることが示された。 
 そして小川(2014)では、中間財貿易のある
リカード・レオンチェフ・モデルにおいて、
従来の図解が利用可能になるためには、
Ogawa(2013a, 2015)で示されていた条件に
加え、自給自足可能、つまり閉鎖経済で全て
の財が少量でも生産できる状況が満たされ
ることが重要で、この想定が崩れると全ての
財の価値で測った限界生産性が等しくなる
価格体系では何も生産しないようになるこ
とを示した。この図解を導入する必要があっ
たのには東田(2005)による指摘の影響があり、
東田(2005)では３国３財モデルにおける解と
しての各国異なる財に特化するフロンティ
ア上の端点を構成しうる特化パターンが２
つの数値例は示していたものの、３つについ
ては図で示していたに留まっていた。もし２
つだけであれば、従来の Jones(1961)の分析
のように２つの特化パターンを比較する際
に一部の国が同じ生産工程に特化するもの
同士だと比較が十分にできないので、Jones 
(1961)が一意性の導出で用いていた「他の特
化パターンが望ましくない」条件、という方
法で説明が可能になるわけであるが、この東
田(2005)の図解を小川(2014)では実際に数値
として再現することで、全ての国が異なる生

産工程に特化する特化パターン同士でも、共
にフロンティアに乗る可能性がある、つまり
２つの特化パターンの比較の際に Jones 
(1961)が使っていた「他の特化パターンを全
て潰す」方法が本質的に使えないことを明ら
かにした。つまり「この特化パターンもこの
特化パターンも価格次第では成立しうる」わ
けであり、そこには全ての国が生産工程を入
れ替えるわけだから、実現する生産工程・特
化パターンが生産面だけで本質的に絞りき
れない可能性が示されたことになる。そのた
め、望ましい特化パターンの分析は生産面の
分析を終えて後、各国厚生を入れた分析の必
要性がこれで示されたことになる。 
 しかし、中間財貿易のあるモデル、結合生
産のあるモデルにおけるフロンティア上の
特化パターンを決める条件導出とその先に
あるフロンティアの全容解明については、方
向性を国際会議化した学会発表⑤で示すに
留まった。その意味で、この研究は全容解明
には至っていない。 
 また、この研究の中で、結合生産の例とし
ての漁業の混獲に着目する中で、漁業の貿易
への応用を考える機会があり、関連研究とし
て国際会議で報告の上 Working Paper にま
とめた。また、本研究で感じた図解の重要性
を考える中で、理論的なものから簡単に図を
描けるソフトの重要性と経済学の理論の理
解に繋がる関連研究としてまとめた。 
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